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平成１９年度千歳市各会計予算大綱  
 

 

平成１９年度千歳市各会計予算案を提出するにあたり、その大綱につきましてご説

明申しあげます。 

予算案の総額は、 

    一  般  会  計      ４５４億  ５２４万４千円 

    特別会計（６会計）     １８４億４，７９１万円 

    合       計      ６３８億５，３１５万４千円 

となっております。 

一般会計では、前年度に比べ１３億５，０６７万１千円、２．９％の減となってお

りますが、これは骨格予算のため投資的経費が減になったことが主な要因であります。 

歳入につきましては、一般財源で２２６億４，４４３万８千円となり、前年度に比

べ７億２，４０６万５千円、３．１％の減となっております。 

この内容は、市税では税源移譲などで１５億１，３８０万円の増となったものの、

所得譲与税で７億４，３７２万４千円、減税補てん債で１億１，２００万円がそれぞ

れ皆減となり、繰入金で５億５，６６７万３千円、地方交付税で４億５，０００万円、

国庫支出金で１億７，７４１万６千円、地方特例交付金で１億４，６００万円が減と

なったことなどによるものであります。 

特定財源では２２７億６，０８０万６千円となり、前年度に比べ６億２，６６０万

６千円、２．７％の減となっております。 

この内容は、市債のうち借換債で５億円が皆増となるものの、骨格予算のため投資

的経費に係る国庫支出金、市債などが減となったことによるものであります。 

次に、歳出でありますが、経常費で２４１億７７９万８千円となり、前年度に比べ

２億９，３８５万４千円、１．２％の増となっております。 

これは職員費では減となったものの、公債費、児童手当給付費、特別会計繰出金な

どで増となったことによるものであります。 

また、投資的経費を除く臨時費は１８０億４，１８７万５千円となり、前年度に比

べ４，６４３万７千円、０．３％の減となっております。 

これは国政選挙・統一地方選挙の執行経費や市債の借換などが皆増となりましたが、

千歳市土地開発公社貸付金や工業等振興条例補助金が減となったことなどによるもの

であります。 

投資的経費では３２億５，５５７万１千円となり、前年度に比べ１５億９，８０８

万８千円、３２．９％の減となっております。 

これは骨格予算でありますことと、最終処分場整備や河川事業などが完了したこと

が主な要因であります。 
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なお、この投資的経費の内訳は、補助事業で１０億３，１９７万８千円、単独事業

で２２億２，３５９万３千円となり、これらに充当する一般財源は１２億３５１万６

千円、特定財源は２０億５，２０５万５千円となっております。 

当初予算に計上しました主なものは、経常的経費、道からの権限移譲、既決の債務

負担行為に係る経費などのほか、当初で計上しなければ工事内容や補助採択などから

事業執行に影響のあるものとし、市内の景気への影響や市政運営に空白が生ずること

のないよう配慮するとともに、平成１７年度から取り組んでおります「安心」と「活

力」の２つを柱とした「子育て・教育」など５つの重点施策につきまして、「人育て・

市民協働により活力が循環する都市
ま ち

づくり」に向けて、継続事業を中心に計上してお

ります。 

以下、計上いたしました主な予算につきまして、「２１☆千歳きらめきプラン」に

掲げた５つの都市づくりの目標に沿ってご説明申しあげます。 

 

はじめに、『心がかよい幸せ感じる都市づくり』の予算であります。 

すべての市民が心身ともに健康で、生きる喜びを実感しながら暮らせるよう、健康

づくり活動を推進するとともに、保健予防対策や地域医療体制の充実と高齢者などへ

の医療助成のため、 

   予防接種推進事業費                 ８，０９１万３千円 

   市民健康診査事業費（個別・集団健診）          ５，３４４万円 

   老人・乳幼児等医療費助成事業費         ６億４，９５１万９千円 

   医療体制整備事業費                  １億６４万４千円 

   ＡＥＤ（自動体外式除細動器）購入費           ５９６万５千円 

   病院事業会計繰出金               ９億７，２５２万１千円 

などを計上しております。 

 

生涯を通じて健やかな生活が送れるよう、長寿時代にふさわしい高齢者のニーズに

応じた福祉サービスの充実を図るとともに、障害者のライフスタイルに沿った自立生

活の確立や社会参加を推進するため、 

   高齢者・障害者福祉サービス利用券助成事業費     ７，３５２万６千円 

   敬老祝金贈呈事業費                 １，２０９万１千円 

   軽費老人ホーム（ケアハウス）整備事業費         ２７０万４千円 

   障害者総合支援センター運営事業費            １，８９９万円 

   障害者社会参加促進事業費            ５億８，３０２万５千円 

   障害者日常生活支援事業費            １億９，５８１万５千円 

などを計上しております。 
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一人ひとりの子どもが個性豊かでたくましく成長できるよう、経済的支援対策を推

進するとともに、さまざまな子育て支援機能を有する複合施設の整備など子どもたち

を心豊かに育む環境づくりのため、 

   児童手当・児童扶養手当給付事業費          ９億８，２８８万円 

   子育て短期支援事業費                   ３８万９千円 

   地域子育てサロン事業費                    ２４万円 

   企業に対する仕事と家庭の両立推進事業費           ９万９千円 

   （仮称）子育て総合支援センター整備事業費    ６億２，２３１万１千円 

   市立保育所民営化推進事業費             ２，３６４万４千円 

   母子家庭自立支援給付金事業費              ３５３万６千円 

などを計上しております。 

 

健康で文化的な生活への自立を支援するとともに、地域住民の自主的な参加と連帯

による人と人とのふれあいや信頼と温もりのあるコミュニティづくりをめざして、 

   生活保護事業費                １６億３，２０２万８千円 

   国民健康保険特別会計繰出金            １０億１，０００万円 

消費生活費                     １億６４５万円 

   コミュニティセンター費               ８，４２１万７千円 

などを計上しております。 

 

 

次に、『安全で人と地球にやさしい都市づくり』の予算であります。 

地球的視野に立った環境保全と資源の有効活用により、環境への負荷の少ない循環

型社会の構築と、水と緑に包まれたうるおいと安らぎに満ちた都市環境づくりのため、 

   ＩＳＯ１４００１推進事業費                ９２万４千円 

   破砕処理施設整備事業費                   １４５万円 

   公園緑地整備事業費                 ２億４，４００万円 

などを計上しております。 

 

さまざまな災害から市民の生命、身体及び財産を守り、安全で安心して暮らせる環

境づくりをめざし、防災対策の充実を推進するとともに、消防体制の強化や交通安全

環境の整備を図るため、 

   災害応急対策用品等整備事業費              ２６９万９千円 

   防災訓練事業費                      ９５万９千円 

   救助工作車購入事業費                ８，２３８万４千円 

   交通安全推進費                   １，５６９万７千円 

などを計上しております。 
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安全でおいしい水を供給するため水資源の確保を図るとともに、衛生的で快適に暮

らせる生活環境を確保するための公共下水道の整備や基地障害防止対策の推進、良質

な住環境づくりのための公営住宅の整備、高齢者の居住の安定確保を図るため、 

   石狩東部広域水道企業団繰出金              ４１２万３千円 

   下水道事業会計繰出金             １１億３，６９５万４千円 

   基地周辺共同受信施設設置事業費             ３，６９０万円 

   在日米軍再編対策事業費                 ２４７万３千円 

   公営住宅建替事業費               ６億５，４４８万８千円 

   借上市営住宅建設費補助・賃貸借契約（債務負担行為）１１億３，３１６万円 

   高齢者優良賃貸住宅家賃補助事業費           ９４４万５千円 

などを計上しております。 

 

 

次に、『学びあい心ふれあう都市づくり』の予算であります。 

市民の主体的な生涯学習活動の支援とネットワークづくりをめざすとともに、次代

を担う子どもたちの豊かな心と人間性を育む教育環境の整備や社会の変化に対応でき

る「生きる力」を身につける教育の充実を図るため、 

   市民活動交流センター「ミナクール」管理運営業務経費   ４１４万５千円 

   幼稚園教育振興事業費              １億３，９０５万９千円 

   児童生徒安全対策事業費                   １０２万円 

   修学支援事業費                       ２８２万円 

   総合的な学習の時間経費                 ５０３万１千円 

   グローカルスクール活動事業補助金              ６５０万円 

   小・中学校耐震化改修事業費           １億６，７９６万６千円 

   北陽小学校増築事業費              ２億１，８６９万９千円 

   富丘中学校仮設校舎整備事業費（リース料）      ２，７１８万４千円 

   特殊学校等就学者支援事業費               ９８５万２千円 

   特別支援教育体制推進事業費               １１２万７千円 

などを計上しております。 

 

心の豊かさが求められている今日、生涯各期のライフスタイルに対応した学習機会

の充実やスポーツ振興を図るため、 

   社会教育振興費                   １，０４４万２千円 

   公民館費                      ２，３９２万７千円 

   図書館費                      １億８０２万５千円 

   体育振興費                   ５億３，８０９万９千円 

などを計上しております。 
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市民がうるおいとゆとりのある生活が送れるよう、市民による自主的な芸術文化活

動への支援をはじめ、特色ある「千歳らしい」文化を創造するとともに、豊富な文化

財の保護と青少年の健全な育成を図るため、 

   市民文化センター費                 １億６，７０９万円 

   文化振興費                       ９５１万７千円 

   青少年対策費                  １億６，９４８万３千円 

などを計上しております。 

 

国際化に対応した都市機能の充実と、市民参加型の交流活動の支援や多様な地域間

交流の推進による国際性豊かな人材の育成を図るとともに、世界に開かれた国際交流

都市を形成するため、 

   姉妹都市交流事業費                      ８１万円 

   国際交流事業費                     ３０８万２千円 

   外国青年招致事業費                   ３５２万７千円 

などを計上しております。 

 

 

次に、『魅力と活力あふれる都市づくり』の予算であります。 

市民生活の利便性の向上など高度情報化に対応した情報通信システムの整備とＩＴ

基礎技能の修得を推進するため、 

   情報推進費                     ６，５７８万２千円 

   ＩＴ基礎技能修得等住民サポート事業費          １９７万２千円 

などを計上しております。 

 

市内幹線道路や市民生活に密着した生活道路の整備など、機能的で安全・快適な道

路体系の確立と公共交通機関の利便性・接続性の向上など、総合交通ネットワークの

形成を図るため、 

   道路橋梁整備事業費                 ２億６，８３６万円 

   Ｃ経路整備事業費                  ４億４，９７０万円 

   循環型コミュニティバス運行事業費          ２，７６２万４千円 

   バス路線確保対策補助事業費               ５，４９３万円 

などを計上しております。 

 

千歳らしさが感じられる個性あるまちづくりをめざし、良好な都市景観と魅力ある

街並みの形成を図るとともに、住環境の優れた宅地供給を促進するため、 

   都市計画総務費                   ２，０５８万３千円 

   電線類地中化事業費                   １，８００万円 
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   土地区画整理事業認可等事務経費               ４２７万円 

などを計上しております。 

 

地域の特性を活かした生産性・収益性の高い特色ある農林水産業の確立をめざし、

農業経営の体質強化、農業基盤の整備、森林の整備・保護や内水面漁業の振興を図る

ため、 

   農業振興費                     １億２２２万６千円 

   農業振興地域整備計画更新業務経費            １４０万３千円 

   畜産業費                      ６，６３２万２千円 

   土地改良費                   ２億９，４２９万３千円 

   林業費                         ６１３万５千円 

   水産振興費                       ５２０万１千円 

などを計上しております。 

 

快適で賑わいのある魅力的な商店街づくりを推進し、高度技術産業の集積など商工

業の振興や労働者の生活安定と雇用の創出を図るとともに、豊かな自然など多様な観

光資源を活かした観光都市づくりをめざして、 

   商工振興費                     ８億７９６万２千円 

   産業活動促進事業費                 １，２１９万３千円 

   匠の技誘致事業費                    ３４７万１千円 

   企業誘致プロモーション事業費              ４４４万７千円 

   ホトニクスバレープロジェクト推進事業費          ９６万７千円 

   労働諸費                      ２，８８２万７千円 

   ワークシェアリング事業費              １，３４１万５千円 

   観光費                       ７，６９５万６千円 

などを計上しております。 

 

 

次に、『参加と連携による都市づくり』の予算であります。 

市民と行政が連携・協力をする市民協働によるまちづくりと効率的な行財政システ

ムの確立、市民に信頼され開かれた行政運営を進めるため、 

   男女共同参画推進事業費                  ７５万６千円 

   広報・広聴費                    ６，４１１万９千円 

   市民協働推進事業費                     ６００万円 

   都市経営推進事業費                      ９０万円 

   人事評価システム導入経費                  ２５２万円 

   総合行政システム導入等事業費              １億８２１万円 
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   旅券受付・交付事務経費                   １３４万円 

   行政評価システム推進事業費                  ８４万円 

   第４次行政改革推進事業費                 ４３万４千円 

   情報管理業務経費                     ４２万８千円 

   住民参加型市場公募地方債発行経費            ４５０万５千円 

   千歳市土地開発公社貸付金          １３８億４，０２３万９千円 

などを計上し、市民サービスの向上と行政事務の効率化、自主財源の確保、事務事業

の見直しや経費の節減を図り、行政の透明性や健全な財政運営を進めてまいります。 

 

 

次に、特別会計予算の概要についてご説明申しあげます。 

 

国民健康保険特別会計につきましては、総額で８５億９，００３万９千円となり、

前年度に比べ１０億２，４６８万３千円、１３．５％の増となっております。 

これは、平成１８年１０月から高額医療費共同事業が拡充され、市町村間の保険料

の平準化と財政の安定化を目的とした保険財政共同安定化事業が開始されたことなど

によるものであります。 

歳入では、国民健康保険料で７９２万４千円、０．４％、療養給付費等交付金で２

億５，９６７万１千円、１３．２％といずれも増となり、保険財政共同安定化事業交

付金は７億６，２３０万１千円の皆増となっております。 

歳出では、被保険者の増加などにより保険給付費で３億７，７５１万７千円、   

７．１％の増となり、共同事業拠出金では７億５７２万５千円、４４２．０％の大幅

な増となっております。 

なお、被保険者の保健衛生普及と疾病予防を推進するため、引き続きフリーダイヤ

ルによる２４時間電話健康相談を行うほか、インフルエンザ予防接種などの助成費と

ともに、平成２０年度からの特定健康診査・保健指導の義務化に伴い平成１９年度か

ら国保ヘルスアップ事業などの経費を計上しております。 

 

土地取得事業特別会計につきましては、総額で４，６１６万１千円となり、前年度

に比べ３，５４８万７千円、３３２．５％の増となっておりますが、これは大和地区

における養護老人ホーム、健康づくりセンター、コミュニティセンター用地の起債元

金の償還開始とともに、９線中通道路予定用地の先行取得費の計上によるものであり

ます。 

 

公設地方卸売市場事業特別会計につきましては、総額で４，０２８万６千円となり、

前年度に比べ４２８万２千円、９．６％の減となっておりますが、これは公債費の減

などによるものであります。 
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老人保健特別会計につきましては、総額で６８億５，１８３万２千円となり、前年

度に比べ１億１１４万円、１．５％の増となっております。 

これは、一人当たりの医療費の増とともに、平成１９年１０月から新たに７５歳を

迎える新規受給者分が増となることから、医療諸費で前年度に比べ１億８７万４千円、

１．５％の増を見込んだことによるものであります。 

 

霊園事業特別会計につきましては、総額で４，９２３万５千円となり、前年度に比

べ１，８８６万円、２７．７％の減となっております。 

これは、千歳霊園第３期分の建設費の皆減などによるもので、貸付区画数は１１０

区画を見込んでおります。 

 

介護保険特別会計につきましては、総額で２８億７，０３５万７千円となり、前年

度に比べ１，０６６万円、０．４％の増となっております。 

歳入では、基金繰入金で８０５万５千円、２２．０％の減となったものの、介護保

険料で１，６０８万４千円、３．１％の増を見込んでおります。 

歳出では、介護保険費で７４３万３千円、０．３％、地域支援事業費で５７４万４

千円、５．９％の増を見込んでおります。 

地域支援事業では、地域包括支援センターなどの充実とともに、新たに高齢者サロ

ンの設置、やまとの杜の道営住宅シルバーハウジングにおける生活援助員派遣事業費

を計上しております。 

 

以上で予算の大綱説明とさせていただきますが、よろしくご審議、ご決定いただき

ますようお願い申しあげます。 

 


